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保健体育科

運動が「わかる」「できる」，学びを「いかす」授業の創造

一
スパイクからはじめる「バレーボール」一

藤　本　隆　弘

1　はじめに 2　研究の方法

　学習指導要領では，バレーボールについて，

「『ネット型』とは，コート上でネットをはさん

で相対し，身体を操作してボールを空いている場

所に返球し，一定の得点に早く到達することを競

い合うゲームである。第1学年及び第2学年では，

ラリーを続けることを重視して，ボールや用具の

操作と定位置に戻るなどの動きなどによる空いた

場所をめぐる攻防を展開できるようにする。指導

に際しては，空いた場所への攻撃を中心にラリー

を続ける学習課題を追求しやすいようにプレイ

ヤーの人数，コートの広さ，用具，プレー上の制

限を工夫したゲームを取り入れ，ボールや用具の

操作とボールを持たないときの動きに着目させ，

取り組ませることが大切である。1）」とある。

　ネット型球技の中で数少ないチーム競技である

バレーボールは1チームが6人でネットをはさみ

2つのチームがボールを打ち合い，得点を競うも

のである。地面にボールを落とせない，3回まで

自陣で触ることが可能であるといった特性を持つ。

ボールの落下点への予測や，前方向以外のへのパ

スが上手くできることによって，つづける，つな

ぐ，返すことがおもしろさを生む教材であると考

える。　「受ける」一「つなぐ」一「攻める」とい

う三段攻撃にバレーボールの特性を強く感じると

考える。

　そこで今回の授業ではスパイク「攻める」を習

得することに重点を置くことで，そのために「受

ける」一「っなぐ」ことが上達し，バレーボール

の特性にふれ，おもしろさを学べるような授業に

したいと考えた。

（1）対象生徒

　　広島大学附属三原中学校8（中学2）年生

　　　　　1組41名（男子21名女子20名）

（2）調査時期および内容

　　平成25年11月～12月

（3）授業構成

　バレーボールのおもしろさはレシーブ・トス

・スパイクの三段攻撃とその繰り返しによるラ

リーの応酬であると考える，特にスパイクが決

まった時に個人としてもチームとしても達成感

を強く感じる。ゲームの中でより多くのスパイク

があらわれるようにしたいと考えた。また，三段

攻撃を意識したプレーのために，お互いを認め，

技能を高め，協力していくことの重要性を学ばせ

たい，と考え，表1のように目標を立て，単元の

計画をした（表2）。

表1　学習目標

①みんながレシーブ・トスなどの技能を高め，三段攻撃を多

　く使った試合をめざそう。

②みんなで協力して，技術をのばし，ルールを知り審判など

　の役割をはたそう。

③みんなでバレーボールを楽しむために，安全に気をつけ

　て，取り組もう。

④スパイクが打てるようになるために，身にっけたいことを

　確認しよう。

表2　単元の計画

第1次

第2次

第3次

ジャンプして高いところでボールに触れる・3時間

スパイクにっなげる…　　4時間

バレーボールを楽しむ，工夫する・・3時間
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（4）授業の概要

　　できるだけボールに触れる回数を増やしたい

ことや話し合いでそれぞれの意見を出しやすいこ

となどを考えて，男子21人女子20人をそれぞれ

4～5人の5グループに分け，練習やゲームに取

り組んだ。コートは4～5人を一チームとするの

で一人ひとりの動くスペースを考えて，図1のよ

うに奥行き9mはそのままに，幅4～4．5mのコー

トを作り，練習・ゲームに取り組んだ。

④

①

③

図1
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③

④
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レシーブ

スパイク

第（2）時間臼 （　）月（　）日（　）曜日（ 〉醸

本鱒の目篠 ヌパイクが打’てるようになるために、身にっψナたいことを壇解する。

綱の学習 準儒体操・オーバーハンドバス・アンダーハンドパス・スパイク

本時の反省 ☆2人総のオーバーハンドバス、アンダーハンドパヌ

2人組のオーバーハンドパス 面

2人紙のアンダーハンドパヌ 回

☆スパイクで違成できたこと　（○）やできなかったこと　（x）

○

×

☆自己騨価　5：とてもよくできた　4：よくできた　3：できた
　　　　　　2　署あまりできなかった　　1　：できなかうた・コ“トの広さを意識してヂームメイトと　　　　　5・4・3・2・1

バランスよく守れた・レシーブをセッターに返すことができた　　　　　5・4・3・2・1・レシ酬ブが乱れたが備早くカバψすることが　　　5・4・3・2・1

できた・トスをうまく上げ、ヌパ「イクにっなげること　　　　5。4・3。2・1

ができた・スパイクを打てた　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

☆本旨の灘の反省　（よかうたところ・できたこと・悶など）

鳴
導脚

ポジションと役割

図4 学習ノート（2）

　　毎時間の授業は，集合，学習ノートを使って課

題の確認，準備運動をした後には，グループに分

かれて，パス練習，スパイク練習やゲームを行っ

た。また，授業の終わりには本時の反省，自己評

価，次時の課題を，ノートへ記入し，振り返りを

行った。図3～図12の学習ノートにそって，授業

をすすめた。

第（1）匹寺闇臼 （　）月（　〉臼（　）曜日（ ）　限

本時の目標 字習内容や投巣の進めカを理解する。

本時の掌習 準傭体操・班分け・ノート配窟説明・学習の目標．すすめカ
バレーボールに慣れる

○○◎○○OOOO　　　OOOOOOOOO↓了　↓τ　　　　　　　　　↓↑　三↑

○○○○OOOOO　　　OOOOOOOOO

本時の反省 ☆違成できたこと（○）　できなかったこと（x） Ox
オーノ｛一ノ、ンドノ’eスカ℃10匠罫以上麹緊㌧・た

アンダーハンドパヌがユO回以上緬いた

☆自已評備　5：とてもよくでき疫　4二よくできた 3　；できた
2：あまりできなかった　13できなかった

・ コートの広さを意臓してデームメイトと 5　甲　4　・　3　72　・　1

バランスよく守れた
・ レシーブをセッターに返すことができた 5　・　4・　3　・2　・　1

レシーブが乱れたが秦早くカバーすることが 5　・　4　・　3　・2　。　1

できた
・ ト久をう膜く上げ．ヌパイクにっなげること 5　・　4。　3　・2　・　1

がで灘た
・ ズノマイクを打てた 5　・　4・3　・2　・　1

☆本日の梗巣の反省（よかったところ・でさたこと・陳題など）

図3 学習ノート．（1）

第（3）噂闘酎 （　）月（　）日（　）曙臼（ 〉顛

瑚時の厳藤

縛の掌習

親の反省

ヌバイクが打てるようになるために、脅につけたいことを瑞鵤寸る．

準儒偉擁・オー・rv＿・ハンドパス・アンダー一ハンドパス

劣3 男2 男1 女2 女1

男4 男5 女3 女4 女5
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摺夢鱒から策たポ幌ルに対して

　　　　　　　Φ②③oの順に切
　　　　　　一ヂーションする

☆2人継のオーバーハンドパヌ、アンダーハンドバス

frヌrFイクで賜成できたこと　く○）やで嚢な｝かうたこと　（x）

☆獲已鱒儀　5：とてもよくで磁た　4；よくで8た　3歪で9た
　　　　　2；あ蜜りで9なかった　1：で嚢なかうた
・コv・トの広さを週臓してデリ“ムメイトと　　　　　5・4・3・2・1
バランスよく守れた
・レシーブをセッターに遮ゆことができた　　　　5。4・3・2・1
・ レシ騨ブが乱ねたが講早くカバ炉寸ることが　　5・4・3・2・1
で懇た
・トスをう蜜く上｝ジ、ス2ぐイクにつなしヂること　　　5・4・3・2令1

が・4・3・2。1
・ スパトイクを打てた　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

☆本Hの幾熊の反雀（よかう驚ところ・で愈たこと・謀鰍など）

・ 5一

図5 学習ノート（3）
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第（4）日糊目　　　　　　　　（　）月（　）日（　）曜臼（　　）限

本時の目標 ヌパイクが打てるようになるために、身にっいたことを確認する。

本時の学習 準備体操・オーバーハンドパヌ・アンダーハンドパス、

男3

男4

男2

男5

男1 女2

女4

女1

女5女3

ポジションとスパイク　　　　　　栢手側かち来たボールに対して

　　①

④　　②

　　③

①セッター
②レシーブ
③レシーブ
④スパイク
◇

①②③④の順にローテーションする

本時の反省 ☆スパイクでできたこと（○）できなかったこと（×）に書きなさい。

○

X

☆自己評価　5：とてもよくできた　4：よくできた　3：できた
　　　　　　2：あまりできなかった　1：できなかった・コートの広さを意織してヂームメイトと　　　　　5・4・3・2・1

バランヌよく守れた・レシーブをセッターに返すことができた　　　　5・4・3・2・1・レシーブが乱れたが素早くカバーすることが　　　5・4・3・2・1

できた・トヌをうまく上げ、ヌパイクにっなげること　　　5・4・3・2・1

ができた・スパイクを打てた　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

☆本日の授業の反省（よかうたところ・できたこと・課題など）

P 6一

図6 学習ノート（4）

第（6）時闇目　　　　　　　　（　）月（　）日（　）躍日（　　）限

本時の目標 スパイクが打てるようになるために、身にっいたことを確認する。

本時の学習 箪備体操・オーバーハンドパス・アンダーハンドパヌ、

男3

男4

男2

男5

男1

女3

女2

女4

女1

女5

ポジションとヌパイク　　　　　　棺手側から来たボールに対して

　　①

④　　②

　　③

①セッター
②レシーブ
③レシーブ
④ヌパイク

♂Φ
㌔
＼
〆
　
　
③

　①②③④の瀬にローテーションする

本時の反省 ☆ヌパイクが打てるようになりましたか。○△×で答えなさい。
1・隔く飛び上がるための膝の曲げと腕の振りが使えるようになった。
2・ジャンプするときの前足の向きを45度にできるようになりましたか。
3・2歩助走や3歩助走からジヤンプができるようになりましたか。
4・できるだけ高いところでポ沸に触るため、肘を伸ばしてボールに触る

ができましたか。
5・ボールの打点は頭より前でできていますか。
　O：たいへんよくできた　　△：できた　　X：できなかった

1 2 3 4 5

☆自已評価　5：とてもよくできた　4：よくできた　3：できた
　　　　　　2：あまりできなかった　1：できなかった・コートの広さを意繊してチームメイトと　　　　　5・4・3・2・1

バランヌよく守れた・レシーブをセッターに返すことができた　　　　　5・4・3・2・1・レシーブが乱れたが素早くカバーすることが　　　5・4・3・2・1

できた・トヌをうまく上げ、スパイクにっなげること　　　　5・4・3・2・1

ができた・スパイクを打てた　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

☆本日の授巣の反省（よかったところ・できたこと・課題など）

・ 8一

図8 学習ノート（6）

第（5）時問目 （　）月（　）日（　）曜日（ ）眼

本時の目標

本時の掌習

本時の反省

スパイクが打てるようになるために、身にっけたことを確認する。

準備体操・オ＿バ＿ハンドパス・アンダ“ハンドパヌ・ヌパイク
スパイクのテヌト

☆各班に分かれ、オーバーハンドパス・アンダーハンドパヌ
☆各斑でスパイク
☆簡易ゲー・ム

☆ヌパイクのテヌト
　班ごとにお亙いに評価してください。5：とてもよくできた4：よくでき
　た　3：できた　2：あまりできなかった　1：できなかった）

名前 紅嵐の高さ タイミング 肘の高さ 前足の向き 総合

5・4・3。2。1 5・4・3・2・1 5・4．5・2・1 5・4。3・2・玉 5・4・3・2・1

5・4・3・2・1 5・4。3・2・1 5・4・3・2・1 5・4・3。2・！ 5・4。3・2・1

5・4・3・2・1 5・4・3・2・1 5・4．3・2・1 5・4・3・2。1 5・4・3・2．1

5・4・3・2・1 5・4・3・2・1 5・4・3・2・1 5・4・3・2・監 5・4・3・2・1

5・4・3・2・1 5，4・3．24 5・4・3・2・1 5・4・3・2。1 5・4・3。2・1

☆自己評価　5：とてもよくできた
　　　　　　2：あま砂できなかった
・コートの広さを意織してヂームメイトと
バランヌよく守れた
・レシーブをセッター・IC返すことができた

レシー’ブが乱れたが紫掌くカバーすることが

できた
・ トスをうまく上げ、スパイクにっなげること

ができた
・ スパイクを打てた

4：よくできた　3：できた
　1：できなかった

5・4・3・2・1

5・493・2・1
5・4・3・2。1

5。4・3。2。1

5・4・3。2・1

☆本日の榎粟の反省（よかったところ・できたこと・謀題など）

・
7一

第（7）時問目　　　　　　　　（　）月（　）目（　）曜目（　　）隈

本時の目標 ヌパイクが打てるようになるために、身にっいたことを確認する。

本時の学習 準鯖体操・オーバーハンドパヌ・アンダーハンドパス、

男3

男4

男2

男5

男1 女2 女1

女3 女4 女5

ポジションとスパイグ　　　　　　棺手側から来たボールに対して

　　①

④　　②

　　③

①セッター
②レシーブ
③レシーブ
④スパイク

　　Φ
♂
㌔
＼
　
／
　
　
③

①②③④の順にローテーションする

本時の反省 ☆ヌパイクが打てるようになりましたか。O△×で答えなさい。
1・高く飛び上がるための膝の曲げと腕の振りが使えるようになった。
2・シ“センプするときの前足の向きを45度にできるようになりましたか。
3・2歩助走や3歩助走からジセンプカミできるようになりましたか。
4・できるだけ高いところでボ一轟に触るため、肘を伸ばしてボールに触る

ができましたか。
5・ボールの打点は韻より前でできていますか。
　○：たいへんよくできた　△：できた　　×：できなかった

1 2 3 4 5

☆自己秤価　5：とてもよくできた　4：よくできた　3：できた
　　　　　　2：あまりできなかった　1：できなかった・コートの広さを意識してヂームメイトと　　　　　5・4・3・2・1

バランヌよく守れた・レシーブをセッターに返すことができた　　　　　5・4・3・2・1・レシーブが乱れたが素早くカバーすることが　　　5・4・3・2・1

できた・トスをうまく上げ、ヌパイクにっなげること　　　5・4・3・2・1

ができた・ヌパイクを打てた　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

☆本欝の授業の反省（よかったところ・できたこと・課題など〉

一 9一

図7 学習ノート（5） 図9 学習ノート（7）
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第（8）時間目 （　）月（　）日（　〉曜日（ ）限

本時の目標

本時の学習

本時の反省

ゲー’ムの中でヌパイクを打っことができるようになり、バレー一ボー一ルを楽

しみ、工夫しょう。

準備体操・オー“バー’ハンドパヌ・アンダーハンドパス、

男3

男4

男2

男5

ゲー一ム

男1

女3

女2

女4

女1

女5

☆ゲームの中でスパイクを打てましたか？打てた（○）打てなかった（x）

○

×

（　）本打てた
理由：

0本だった
理由：

☆自己評価　5：とてもよくできた　4：
　　　　　　2：あまりできなかった
コートの広さを意織してチー’ムメイトと
バランヌよく守れた
レシ“ブをセッターに返すことができた
レシー一ブが乱れたが素早くカバーすることが

できた
・トヌをうまく上げ、スパイクにっなげること
ができた
スパイクを打てた

　よくできた　3：できた
1：できなかった

5・4・3。2。1

5・4・3・2・1
5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

☆本日の授業の反省（よかvたところ・できたこと・課題など）

一
圭0

第（IO）時問目 （　）月（　）日（　）曜日（ 〉限

本時の目標 ゲームの中でスパイクを打っことができるようになり、バレーボールを楽
しみ、 工央しよう。

本時の掌習 準備体操・レシーブ・トヌ・ヌパイク・ゲーム

本時の反省 ☆ゲームの中でスパイクを打てましたか？打てた（○）打てなかった（X）

（　　）本打てた

○ 理由：

O本だった
X 理由：

☆自己評価 5：とてもよくできた　4：よくできた　3：できた
2：あまりできなかった　1：できなかった

コートの広さを意識してチームメイトと　　　　　　5・4・3・2・1
バランスよく守れた
レ・シープをセジターに返すことができた　　　　　5・4・3・2・1
レシーブが乱れたが素早くカバーすることが　　　5・4・3・2・1
できた

・トヌをうまく上げ、ヌパイクにっなげること　　　5・4・3・2・1
ができ た

スパイクを打てた　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

バレ“一　di　一ルの授業を終えて、次のことに答えてください。

○バレー’　Pt“ルの楽しさは伺だと思いますか。

○バレーボールで難しかったところは何ですか。

○どうすればもvとバレー’ボV・ルが楽しくなると思いますか。

一
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図10 学習ノート（8） 図12 学習ノート（10）

第（9）時間目 （　）月（　）日（　）曜日（ ）限

家時の目標

本時の掌琶

本時の反省

ゲ’一ムの中でヌパイクを打っことができるようになり、バレー一ボー・ルを楽

しみ、工夫しょう。

準傭鉢操・オーバーハンドパス・アンダーハンドパス、

男3 男2 男1 女2 女1

男4 男5 女3 女4 女5

ゲー・ム

☆ゲームの中でスパイクを打てましたか？打てた（○）打てなかった（×）

○

×

（　）本打てた
理由：

0本だvた
理由：

☆自己評価　5：とてもよくできた
　　　　　　2：あまりできなかoた
・ コートの広さを意識してデ“ムメイトと
バランヌよく守れた
・レシVEブをセッターに遼すことができた
レシV・ブが乱れたが＃早くカバーすることが
できた
・ トスをうまく上げ、スパイクにっなげること

ができた
・スパイクを打てた

4：よくできた　3：できた
　1：できなかった

5。4。3・2・1

5・4・3・2・1
5・4・3・2・1

5・4・3。2・1

5◆4・3・2。1

☆本目の投業の反省（よかうたところ・できたこと・課題など）

・ 11一

3 結果と考察

学習ノートで，各時間の学習の状況と課題を意

識するために，毎時間「スパイク」，スパイクに

つながる「トス」，トスにつながる「レシーブ」，

レシーブが乱れたときの「つなぎ」，それらのた

めの「コートの広さを意識すること」の5点につ

いて，自己評価した。評価の基準は「とてもよく

できた」5点「よくできた」4点「できた」3点

「あまりできなかった」2点「できなかった」1

点とした。それが図14～18である。

図11 学習ノート（9） 図13 スパイクの練習風景
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図14自己評価①（スパイクをうてた）

　授業の前半では，意欲的に向上していくところ

があったが，後半はゲームが増え，スパイクを打

つ機会が減ったために自己評価が下がったと考え

られる。

　スパイクにつながるトス，レシーブ，つなごう

とするすばやいカバーについては図14～16に示

した。　「トス」での達成感が低いのは，積極的に

トスをあげようとする生徒と上手く上がらないた

めにトスすることに消極的である生徒が見られた

ことによるものであると考えられる，トスの上げ

れる生徒がいれば，そのグループは盛り上がる

トスを上手く あげスパイクにつなげた
4．4

4．2

4．0

3．8

3．6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

図15自己評価②（トスを上手くあげた）

レシーブをセッターに返せた

6
　
4
　
2
　
0
　
8
6
　
4
4
　
4
　
4
　
4
　
3
　
3
　
3

1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10

図16自己評価③（レシーブを返せた）

ことができるようである。レシーブは，初めは痛

い，こわいといやがっていたこともあるが，相手

図17自己評価④（すばやいカバー）

から飛んでくるボールに対して最初のプレーであ

り，それをつなげなければならないと考えたり，

集中することで成果があがってきているが，サー

ブやスパイクの上達により，自己評価がさがって

しまうところがある。試合をすすめる中で，下がっ

た値が上がるのは，試合でそれらのプレーの必要

性を感じたからだと思う。

　図18のコートの大きさを意識することは，球技

にとって最も大事な要素であると考える。相手の

ボールがどこに飛んでくるか，味方との位置関係，

自分が処理することを判断することは，自信が

あっても，自信がなければなおさら，難しいプレー

となるようである。

図18自己評価⑤（コートの広さを意識）

Oバレーボールの授業を終えて（学習ノートか

　ら）

　今回の授業を終えて，　「バレーボールの楽しさ
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は何だと思いますか。」「バレーボールで難しかっ

たところは何ですか。」「どうすればもっとバレー

ボールが楽しくなると思いますか。」について記

述させたのが表3である。「楽しさ」については，

バレーボールの特性である「つなぎ」「三段攻撃」

をあげる意見が多く，楽しさを感じる授業であっ

たと思う。　「難しさ」については，10時間のなか

で，男女共修で体力差，技能の差があり，克服す

るのに難しい面があったと思う。「もっと楽しく」

では，大きなコートでする，といった意見は，4

人制や，コートを工夫することにこだわってしま

い，本来のバレーボール，6人制で正規のコート

で実施することを忘れていた。そのように感じた

生徒がいることは，もう少し時間があれば挑戦で

きたかな，と思うし，やってみればよかったと思

う。

表3　授業を終えての感想から

4　結論と今後の課題

　今回のスパイクから進めたバレーボールの授業

は，当初は意欲を喚起できたと考えるが，つまず

きも生んでしまった。できないことで，前に進め

なかったり，4人という単位もこだわりすぎてし

まい，活動が停滞したところもある。柔軟にグルー

プ編成を変えたりすることも必要であったと思う。

今後もさまざまな取り組みを試み，生徒の達成感

を引き出せる授業を創造していきたいと考える。
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